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朝霧高原から望む富士山（撮影・大平 暁）

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
、
死
者
・

行
方
不
明
者
数
約
二
万
人
、
家
屋
被
害
二
十
七
万
戸
以
上
、
道
路
、
堤
防
、

鉄
道
、
ダ
ム
等
々
被
害
総
額
は
十
六
兆
か
ら
二
十
五
兆
円
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
我
々
が
愛
し
た
景
勝
地
も
含
ま
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か…

風
光
明
媚
で
知
ら
れ
た
陸
中
海
岸
国
立
公
園
、
自
然
生
物
の
特
別
保

護
地
区
仙
台
蒲
生
干
潟
、
砂
州
作
用
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
福
島
松
川
浦
自

然
公
園
等
々
、
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
。

岩
手
県
陸
前
高
田
の
名
勝
「
高
田
松
原
」
は
、
約
三
百
五
十
年
前
に
防

風
林
と
し
て
赤
松
、黒
松
が
二
キ
ロ
に
渡
っ
て
植
え
ら
れ
、石
川
啄
木
の
「
一

握
の
砂
」
に
も
詠
わ
れ
た
美
し
い
白
砂
松
原
で
あ
っ
た
が
、
七
万
本
の
松

の
内
た
っ
た
一
本
を
残
し
て
消
滅
し
た
。
こ
の
松
は
「
奇
跡
の
一
本
松
」

と
し
て
話
題
と
な
り
枯
れ
な
い
よ
う
手
当
が
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ

注
意
が
必
要
な
状
態
で
あ
る
。

宮
城
県
仙
台
蒲
生
干
潟
は
、
七
北
田
川
上
流
の
ダ
ム
建
設
や
仙
台
港
建

設
で
流
れ
が
変
わ
っ
た
お
か
げ
で
出
来
上
が
っ
た
干
潟
で
あ
る
が
、
浅
瀬

に
広
が
る
葦
原
は
美
し
く
、
そ
こ
か
ら
飛
び
立
つ
水
鳥
は
写
真
家
の
絶
好

の
被
写
体
と
な
っ
て
い
た
。
貴
重
鳥
類
や
水
生
生
物
も
多
く
棲
み
自
然
の

宝
庫
に
な
っ
て
い
た
が
、
津
波
に
よ
っ
て
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

福
島
県
松
川
浦
は
緩
や
か
な
流
れ
の
宇
多
川
か
ら
運
ば
れ
た
砂
が
砂
嘴

と
な
っ
て
出
来
上
が
っ
た
潟
湖
で
あ
り
、
浦
内
に
は
大
小
い
く
つ
か
の
島
々

が
点
在
し
、
小
松
島
と
も
称
さ
れ
る
景
勝
地
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
も
ま
た

津
波
に
よ
り
壊
滅
的
な
状
態
と
な
っ
た
。
ま
た
こ
の
地
域
は
原
発
事
故
の

影
響
も
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
復
旧
作
業
が
進
ま
ず
惨
憺
た
る
状
態
の
ま
ま
で

あ
る
。

宮
城
県
の
日
本
三
景
松
島
は
幸
い
に
も
島
々
が
津
波
を
受
け
止
め
て
く

れ
た
お
か
げ
で
被
害
が
少
な
く
、
岩
手
県
宮
古
浄
土
ヶ
浜
も
多
少
の
被
害

は
あ
っ
た
が
乳
白
色
の
切
り
立
っ
た
岩
場
と
そ
の
上
の
松
の
美
し
い
景
観

は
損
な
わ
れ
ず
、
十
一
月
十
八
日
の
文
化
審
議
会
に
よ
り
景
勝
地
に
指
定

さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
放
射
能
の
除
染
作
業
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
大

変
で
は
あ
る
が
、
景
勝
地
へ
も
公
的
資
金
を
導
入
す
る
な
ど
、
美
し
い
東

北
の
自
然
の
復
興
に
も
期
待
し
た
い
。　
（
東
北
支
部
長
）

※

奇
跡
の
一
本
松
は 

日
本
緑
化
セ
ン
タ
ー
に
よ
り「
蘇
生
は
絶
望
的
」と
発
表
さ
れ
た（
十
二
月 

十
三
日
）

東
北
の
景
勝
地
の
復
興
を
期
待
す
る

粟
野 

幹
夫
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平
成
二
十
三
年
十
月
二
十
六
日
（
木
）
八

時
五
十
分
、
新
宿
西
口
に
参
加
者
二
十
八
名

が
集
合
し
、
晴
天
の
も
と
で
「
国
分
寺
崖
線
・

湧
水
と
庭
園
」
を
テ
ー
マ
に
神
代
植
物
公
園
・

滄
浪
泉
園
・
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
の
見
学
会
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。
バ
ス
の
中
で
、
河
原
武
敏
氏

に
よ
り
見
学
先
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
東
日

本
大
地
震
の
影
響
で
、
今
回
は
都
内
の
見
学

先
が
選
ば
れ
た
。

開
園
五
十
周
年
の
東
京
都
立
神
代
植
物
公

園
に
着
き
、
高
橋
康
夫
園
長
に
迎
え
ら
れ
た
。

植
物
会
館
で
公
園
の
全
体
的
な
説
明
を
受
け

た
。
東
京
の
街
路
樹
な
ど
を
育
て
る
苗
圃
で

あ
っ
た
が
、
戦
後
、
神
代
緑
地
と
し
て
公
開

さ
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
に
神
代
植
物
園
に

名
称
変
更
、
都
内
唯
一
の
植
物
公
園
と
し
て

開
園
。
約
四
千
八
百
種
類
、
十
万
本
・
株
の

樹
木
が
植
え
ら
れ
、
種
類
ご
と
に
三
十
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
て
あ
る
。

さ
つ
き
・
菊
の
盆
栽
、
色
鮮
や
か
な
ダ
リ

ア
園
と
香
し
い
バ
ラ
園
を
め
で
な
が
ら
広
大

な
園
内
を
散
策
し
た
。
続
い
て
隣
接
す
る
深

大
寺
（
天
台
宗
別
格
本
山
浮
岳
山
昌
楽
院
深

大
寺
）
に
参
拝
し
た
。
本
堂
は
平
成
十
五
年

に
改
修
さ
れ
、
ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
は
鎌

倉
時
代
前
期
の
作
。
昼
食
に
は
会
席
料
理
で

深
大
寺
そ
ば
を
い
た
だ
い
た
。
そ
ば
の
由
来

は
、
米
の
生
産
に
向
か
な
い
土
地
が
ら
か
ら
、

江
戸
時
代
に
そ
ば
を
栽
培
し
て
寺
に
納
め
た

と
の
こ
と
。

秋
季
見
学
会

鑑
賞
会

【
神
代
植
物
公
園
・
滄
浪
泉
園
・
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
】

藤
枝 

修
子

神代植物公園・高橋康夫園長の解説で園内を回る

殿ヶ谷戸庭園・紅葉亭からの眺め

神代植物公園・バラ園、大温室を背景の参加者

社団法人  日本庭園協会
来
の
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
を
本
当
に
形
に
す
べ
き
な
の
か
？
庭
も
生

き
て
い
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
考
え

ず
に
、
い
つ
の
時
代
に
戻
し
て
文
化
財
の
価

値
を
上
げ
る
の
か
を
考
え
て
い
た
の
で
す

が
、「
オ
ー
ナ
ー
が
変
わ
れ
ば
庭
も
変
わ
る
」

「
園
路
は
最
大
の
変
化
」「
今
の
姿
が
基
本
」

「
古
け
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
」

と
先
生
か
ら
お
話
を
し
て
頂
き
、
復
元
す
る

昼
食
後
、
バ
ス
で
小
金
井
市
滄
浪
泉
園
へ
。

国
分
寺
崖
線
崖
下
の
砂
礫
層
か
ら
湧
き
出
る

地
下
水
（
は
け
）
が
何
箇
所
か
あ
り
、
鬱
蒼

と
し
た
樹
木
に
囲
ま
れ
た
池
の
水
は
野
川
に

至
る
。
園
内
に
水
琴
窟
も
あ
る
。
明
治
・
大

正
期
に
活
躍
し
た
波
多
野
承
五
郎
（
雅
号
・

古
渓
）
の
別
荘
で
あ
り
、
大
正
八
年
犬
養
毅

元
首
相
が
こ
の
庭
に
遊
び
、
命
名
し
た
。

見
学
地
最
後
の
殿
ヶ
谷
戸
庭
園
（
国
指
定

名
勝
）
へ
。 Ｊ
Ｒ
中
央
線
の
国
分
寺
駅
南
口

前
に
位
置
し
、武
蔵
野
固
有
の
自
然
地
形
「
谷

戸
」
を
利
用
し
た
庭
園
と
し
て
昭
和
五
十
四

年
四
月
に
開
園
し
た
。
大
正
二
〜
四
年
江
口

定
條
（
旧
満
鉄
副
総
裁
）
の
別
邸
と
し
て
建

て
ら
れ
、
昭
和
四
年
岩
崎
彦
太
郎
（
旧
三
菱

財
閥
）、
昭
和
四
十
九
年
東
京
都
が
買
収
し

た
歴
史
が
あ
る
。
国
分
寺
崖
線
の
崖
上
の
平

地
は
芝
生
地
、
崖
下
の
湧
水
を
利
用
し
た
渓

流
と
池
を
巧
み
に
調
和
さ
せ
た
林
泉
回
遊
式

庭
園
で
あ
る
。
園
内
に
は
、
大
正
か
ら
昭
和

初
期
の
特
徴
を
も
つ
和
洋
折
衷
式
の
別
荘
建

築
物
（
現
在
は
管
理
事
務
所
に
使
用
）
と
茶

室
の
紅
葉
亭
が
あ
る
。

高
層
建
築
物
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、
地
域

住
民
や
関
係
者
が
守
り
ぬ
い
て
生
き
続
け
る

都
会
の
庭
園
に
、
そ
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。

陽
も
傾
き
、
予
定
の
見
学
を
終
え
て
、
満
ち

足
り
た
気
持
ち
で
帰
途
に
つ
い
た
。

（
鑑
賞
会
正
会
員
）

に
当
た
り
視
点
を
ど
こ
に
置
く
の
か
を
考
え

実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。

　

途
中
東
日
本
大
震
災
が
あ
り
大
変
な
時
期

に
半
年
以
上
に
渡
り
、
お
忙
し
い
中
、
貴
重

な
お
話
を
し
て
頂
い
た
講
師
の
方
々
、
事
務

局
の
皆
様
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
東
京
都
支
部
正
会
員
）



「水と向き合う」について質問を受ける廣瀬講師

東京で唯一となった重森三玲作庭の福泉寺庭園

「大胡隆治の作庭」について語る大胡周一郎講師
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
が
、
十

二
月
末
を
決
算
月
と
い
た
し
て
お
り
ま
す
本

協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
年
明
け
と
同
時

に
新
年
度
と
な
り
、
本
部
で
は
三
月
の
定
例

総
会
に
向
け
て
準
備
を
始
め
て
お
り
ま
す
。

総
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
昨
年
の
定
期
総
会

の
日
、
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
を
思

い
出
し
ま
す
。
丁
度
、
明
治
神
宮
文
化
館
に

お
い
て
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、
日
本
庭
園
協

会
賞
授
与
式
の
時
に
大
き
な
揺
れ
を
感
じ
、

全
員
屋
外
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
安

全
を
確
認
し
最
後
ま
で
開
催
し
た
も
の
の
、

ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
帰
宅
も
困
難
な

状
態
で
大
変
だ
っ
た
と
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
何
よ
り
東
北
を
は
じ
め
震
災
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
会
員
の
方
々
に
は
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

東
日
本
大
震
災
の
影
響
等
で
一
部
の
活
動
を

中
止
し
た
り
、
困
難
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
研
修
会
、
見
学
会
等
、
様
々
な
活
動
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
部
に
お
い
て
も

「
伝
統
庭
園
技
塾
」｢

庭
園
技
術
連
続
基
礎
講

座｣

は
講
師
の
方
々
や
担
当
者
の
ご
努
力
に

よ
り
、
例
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
鑑

賞
会
企
画
の
、
春
・
秋
の
庭
園
見
学
会
も
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
各
支
部
の
活

発
な
活
動
予
定
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
龍
居

会
長
が
常
に
お
話
さ
れ
て
い
る
「
本
部
と
支

部
の
連
携
」
に
基
づ
き
、
各
支
部
の
様
々
な

企
画
や
支
部
間
の
交
流
な
ど
、
皆
様
方
の
本

協
会
へ
の
思
い
が
十
分
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
今
年
は
「
国
際
日
本
庭
園
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
海
外
で
の
開
催
は
平
成
二
十
二
年

の
ア
メ
リ
カ
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
に
続
く
開
催
で

す
が
、
ご
担
当
の
関
係
者
、
ご
参
加
下
さ
る

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
準
備
な
ど
大
変

か
と
存
じ
ま
す
が
、
是
非
と
も
広
く
海
外
と

交
流
さ
れ
、
日
本
の
伝
統
の
技
を
海
外
に
広

め
て
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
て
お
り

ま
す
。「
庭
園
基
礎
講
座
」
も
昨
年
に
引
き

続
き
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
日
本
庭
園

の
啓
蒙
、
伝
統
庭
園
技
術
の
継
承
と
し
て
毎

年
、
若
い
会
員
の
参
加
も
多
く
、
今
後
の
若

い
世
代
の
方
々
の
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

本
年
度
は
新
法
人
化
に
向
け
て
の
移
行
の

年
で
あ
り
ま
す
が
、
理
事
を
は
じ
め
と
す
る

皆
様
方
の
ご
協
力
の
も
と
、
円
滑
な
組
織
の

運
営
を
行
い
、
益
々
会
の
充
実
を
図
る
た
め

に
、
是
非
と
も
会
員
各
位
に
会
の
活
動
を
ご

理
解
い
た
だ
く
と
共
に
会
員
を
増
や
し
、
会

の
拡
充
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
か
皆
様
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
副
会
長
）

第
一
回　

二
月
二
十
七
日
（
日
）

「
人
間
と
向
き
合
う
」
高
橋
良
仁
氏
／「
庭

園
協
会
創
設
者
た
ち
の
作
庭
」
／
龍
居
竹

之
介
氏
／
「
東
京 

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
地
」

小
沼
康
子
氏

第
二
回　

四
月
二
十
四
日
（
日
）

「
水
と
向
き
合
う
」
廣
瀬
慶
寛
氏
／
｛
吉

村
巌
の
作
庭
」
與
五
澤
廉
司
氏
／
「
東
京 

小
石
川
後
楽
園
」
龍
居
竹
之
介
氏

第
三
回　

五
月
二
十
九
日
（
日
）

「
植
物
と
向
き
合
う
」
金
綱
重
治
氏
／「
大

胡
隆
治
の
作
庭
」
大
胡
周
一
郎
氏
／
「
横
浜 

大
胡
邸
」
大
胡
周
一
郎
氏

第
四
回　

六
月
二
十
六
日
（
日
）

「
添
景
物
と
向
き
合
う
」
平
井
孝
幸
氏
／

「
重
森
三
玲
の
作
庭
」
斉
藤
忠
一
氏
／
「
東

京 

福
泉
寺
」
斉
藤
忠
一
氏

第
五
回　

八
月
七
日
（
日
）

「
石
と
向
き
合
う
」
上
野
周
三
氏
／
「
田

中
泰
阿
弥
の
作
庭
」
三
鍋
光
夫
氏
／
「
鎌
倉 

尚
半
亭
他
」
三
鍋
光
夫
氏

平
成
二
十
一
年
秋
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
連

続
五
回
の
庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
も
第
三

回
目
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
午
前
は｢

庭

と
の
対
話｣

と｢

先
人
に
学
ぶ｣

と
い
う
講
義

二
本
だ
て
、
午
後
は
庭
園
実
地
見
学
と
い
う

構
成
で
し
た
。
今
回
も
定
員
い
っ
ぱ
い
の
申

込
者
が
あ
り
講
師
陣
と
熱
心
な
受
講
生
達
と

の
や
り
と
り
や
受
講
生
同
士
の
交
流
が
あ
り

ま
し
た
。
内
容
を
振
り
返
り
、
参
加
し
た
受

講
生
の
感
想
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

二
月
二
十
七
日
に
始
ま
っ
た
こ
の
講
座

は
、
三
・
一
一
東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
最

初
の
予
定
よ
り
遅
れ
て
八
月
七
日
に
五
回
に

亘
る
全
講
座
が
終
了
し
ま
し
た
。

私
は
講
座
を
受
講
す
る
に
あ
た
り
、
期
待
に

胸
を
躍
ら
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
日
頃

得
ら
れ
な
い
多
く
の
知
識
と
情
報
を
、
練
達

の
講
師
陣
か
ら
聴
講
で
き
る
こ
と
、
全
国
の

庭
職
の
方
々
と
の
交
流
で
す
。

開
講
に
先
立
ち
、
龍
居
会
長
よ
り
「
完
走
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
の
激
励
を
受
け
、
大
い

に
鼓
舞
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
庭
と
の
対
話
」
で
は
、
観
る
人
が
違
和

感
無
く
素
直
に
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
庭
、

施
主
様
の
望
む
庭
を
ど
の
よ
う
に
具
現
化
す

る
か
、
満
足
を
得
ら
れ
る
提
案
を
ど
の
よ
う

に
行
な
う
か
は
、
作
庭
に
携
わ
る
者
と
し
て

は
、
絶
え
ず
念
頭
に
置
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
要
件
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。「
人
と
向
き

合
う
」
は
、
作
庭
上
の
基
本
的
な
姿
勢
を
強

調
さ
れ
、
ま
さ
に
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
お
も

い
で
し
た
。

倆
が
問
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
自
然
の
景
を
常

に
見
つ
め
続
け
る
態
度
が
大
切
で
あ
る
こ
と

を
納
得
し
た
次
第
で
す
。

　
「
庭
園
実
地
見
学
」
で
は
、
先
人
の
感
性

に
直
接
的
に
触
れ
、
業
績
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
大
収
穫
で
し
た
。
龍
居
会
長
の
詳
細
な

解
説
は
聞
き
逃
せ
な
い
と
思
い
、
な
る
べ
く

近
く
で
拝
聴
し
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
拡
声

器
な
ど
の
工
夫
を
事
務
局
で
ご
検
討
い
た
だ

き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

私
は
、
横
浜
の
大
胡
邸
で
拝
見
し
た
「
筑

波
石
」
の
魅
力
か
ら
逃
れ
ら
れ
ず
、
遂
に
茨

城
県
石
岡
市
ま
で
材
料
を
求
め
に
長
駆
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
求
め
た
や
や
小
振
り
な
５
個

の
筑
波
石
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
を
持
っ
て
施

主
様
の
庭
に
納
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

庭
の
作
業
で
は
、
当
然
な
が
ら
技
法
が
重

要
で
す
が
、
私
も
さ
ま
ざ
ま
な
技
法
に
大
き

な
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
重
厚
長

大
な
材
料
の
運
搬
、
吊
り
上
げ
等
の
作
業
は
、

今
日
で
は
優
秀
な
重
機
を
用
い
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
重
機
が
入
ら
な
い
場
所
に
お
け

る
工
法
と
し
て
、
古
来
の
人
力
に
よ
る
工
法

に
つ
い
て
研
修
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

連
続
講
座
で
は
全
国
の
熱
心
な
仲
間
か

ら
、
知
恵
と
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
龍
居
会
長
を
始
め
講
師
の
皆
様
の
熱

い
講
義
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

大
い
な
る
収
穫
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

の
実
務
に
役
立
て
て
、
精
進
を
重
ね
る
思
い

を
強
く
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

（
新
潟
県
支
部
正
会
員
）

「
庭
と
の
対
話
」
で
は
、
人
・
水
・
植
物
・

添
景
物
と
向
き
合
う
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ

ぞ
れ
第
一
線
で
活
躍
す
る
方
々
か
ら
貴
重
な

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
ま
で
は

き
れ
い
な
も
の
は
き
れ
い
で
言
葉
に
す
る
の

は
野
暮
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
感
動
し

て
心
動
か
さ
れ
る
風
景
が
な
ぜ
感
動
す
る
の

か
を
分
析
し
て
引
き
出
し
に
入
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
引
き
出
し
を
沢
山
持
つ
こ
と
が

大
切
だ
と
聞
い
て
、
た
だ
単
に
感
動
す
る
の

は
ア
マ
チ
ュ
ア
で
、
そ
れ
を
分
析
し
言
葉

に
し
て
形
に
す
る
の
が
プ
ロ
だ
と
感
じ
ま
し

た
。「
庭
園
実
地
見
学
」
で
は
、
見
学
の
庭

園
に
ゆ
か
り
の
あ
る
講
師
か
ら
興
味
深
い
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
で
も
自
分

の
仕
事
に
直
接
関
係
の
あ
る
小
石
川
後
楽
園

に
於
い
て
は
、
龍
居
先
生
よ
り
大
泉
水
護
岸

修
復
工
事
の
現
場
に
入
り
、
こ
の
調
査
で
分

か
っ
た
こ
と
等
、
貴
重
な
話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
中
で
調
査
に
よ
り
庭
本

　
「
水
と
向
き
合
う
」「
植
物
と
向
き
合
う
」

「
添
景
物
と
向
き
合
う
」「
石
と
向
き
合
う
」

の
講
義
も
魅
力
的
で
し
た
。
樹
木
・
草
類
も

石
も
、
自
然
の
山
野
か
ら
庭
に
移
し
た
と
き

か
ら
、
人
の
手
が
加
わ
り
純
粋
な
意
味
で
の

自
然
か
ら
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
と
言
え
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
材
料
を
用
い
て
大

自
然
を
縮
景
的
に
表
現
し
た
時
、
新
た
な
美

と
価
値
が
生
ま
れ
、
人
へ
の
安
ら
ぎ
が
生
ま

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
作
ら
せ

る
側
（
施
主
）
と
作
る
側
（
作
庭
者
）
の
共

通
の
満
足
と
喜
び
が
得
ら
れ
た
時
、
何
物
に

も
代
え
難
い
至
福
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
す
。

　

水
・
植
物
・
石
等
の
諸
材
料
は
、
作
庭
者

の
理
想
像
を
具
象
化
す
る
た
め
に
重
要
で
す

が
、
そ
の
素
材
の
美
し
さ
を
い
か
に
し
て
引

き
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
は
、
作
庭
者
の
技

新
し
い
年
を
迎
え
て
思
う
こ
と

金
子 

直
作

第
三
回 

庭
園
技
術
連
続
基
礎
講
座
の
報
告

　

受
講
し
て
思
っ
た
こ
と

　

参
加
し
て
感
じ
た
こ
と

 

石
塚 

義
教

北
村 

均

こ
の
講
座
で
は
文
化
財
庭
園
の
維
持
管
理

の
仕
事
に
関
わ
る
中
で
、
自
分
自
身
庭
師
と

し
て
足
り
な
い
面
を
少
し
で
も
埋
め
ら
れ
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。

田中泰阿弥作庭の尚半亭庭園を観賞する受講生 創設者達の作庭を語る龍居講師
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